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（２）今後重点的に取り組むべき課題及び新たに講ずべき施策等 

アルコール関連問題の予防面から、多量飲酒者及び未成年者飲酒の低減が

重要であるため、この２点についてはより重点的に取り組む必要がある。 

① 多量に飲酒する者の割合の２割削減 

アルコール飲料の供給面での対策の実効性を上げるためには、関係省庁

間の連携と協力が欠かせない。具体的には、アルコール飲料の販売日や時

間の制限等のように供給を減らす対策に加え、酩酊している人にアルコー

ル飲料を提供しないなどといった、提供側への教育・啓発も必要である。 

需要面では、多量飲酒の弊害やその予防の重要性等も含めた啓発活動を

推進する必要がある。また、既に多量飲酒している人を早期発見し、治療・

社会復帰を行うシステムの構築、それを担う人材育成も重要である。 

② 未成年者の飲酒者をゼロにする 

未成年者へのアルコール供給を防止するためには、未成年者に限らず全

般的にその需要を減らす対策に加えて、未成年者にターゲットを絞った対

策、例えば、未成年者にはアルコールを売らないといった提供者側への教

育等も必要である。 

未成年者の需要を減少させるために、教育の充実、環境の整備等を行な

う必要があると考えられるが、世界的にみても教育の効果や環境のあり方

に関する実証的エビデンスは乏しい。そのため、この点に関する研究の推

進は不可欠である。 

 

 

６ 歯の健康 

（１）代表目標項目の選定 

  歯の健康分野に関しては、学齢期を代表する指標として「６．４ 一人平均

う歯数の減少」、成人を代表する指標として「６．11 80 歳で 20 歯以上、60

歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者の増加」の２項目を代表目標項目に選定し

た。 

 

（２）今後重点的に取り組むべき課題及び新たに講ずべき施策等 

① 幼児期及び学齢期のう蝕予防  

幼児期及び学齢期のう蝕予防については、特に地域差が見られるので、地

域の特性に応じてフッ化物による洗口などを推進していくことが今後必要

である。 

② 成人期の歯周病予防 

 80 歳で 20 歯以上、60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有するためには、成人期

における歯周病予防も重要であり、今後の歯周疾患検診等の在り方について

も議論が必要である。 

 また、歯周病と全身疾患の関係についてのエビデンスも報告されているこ


